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令和5年度
「経営層人権啓発講座」

一般社団法人SDGs市民社会ネットワーク
理事・事務局長 新田英理子

SDGsの現状と課題
～折り返し地点をむかえて見えてきたもの～

2023年９月１５日
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０．自己紹介
・1970年（昭和45年） 富山県高岡市生まれ
・京都精華大学（京都市内）を卒業後、東京の民間企業で3年半勤務
・退職後、1年間環境NPOでアルバイトを行いながら、いくつかの

NPOにボランティアでかかわる
・1998年（平成10年）4月より、特定非営利活動法人日本NPOセ

ンターにて最初の正職員として20年間勤務
・2014年（平成26年）8月より、事務局長（2017年3月末で退任）
・2017年（平成29年）4月より、一般社団法人SDGs市民社会ネッ
トワーク（以下、SDGsジャパン）と日本NPOセンターを兼務

・2019年（平成31年）4月より、SDGsジャパン事務局長
その年の総会にて理事に就任し、現在に至る

専門活動分野
市民社会のSDGs推進。NPO支援全般、企業とNPOの社会貢献活動に関する
コーディネーション、NPO法に関わる非営利法人制度、等

その他：法政大学、東洋大学非常勤講師、STI for SDGs（科学技術振興機構）審
査員、グローバル・ネットワーク・ジャパンSDGsタスクフォースメンバー等
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始める前に
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本日の時間の使い方

１．SDGsの現在地を確認する
２．目標16と17 連携に必要なこと
３．達成に向けた課題とその解決に向けて

目的：人権の考え方がバージョンアップされて
いる中で、SDGsとの関係性における
理解を深める
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SDGs認知度90%以上の日本
で、最も取りくまれている
SDGs目標は？

質 問

01
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SDGs認知度90%以上の日本
で、ご自身の実感として、最
も取りくみたいSDGs目標
は？

質 問

02
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SDGsがいろいろと言われてい
る今、ランチタイムに取り組み
たいSDGsは？

質 問

03
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質問01

地産地消食い.

社会貢献食ろ.

健康増進食は.

多様性配慮食に.

ほ.

へ.

環境配慮食
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自分へのご褒美にケーキを買う
としたら、美味しさに加えて、あ
なたがケーキを選ぶ基準は？

質 問

04



10Copyright © SDGs市民社会ネットワーク All rights reserved.

質問01

豪華さい.

価格ろ.

健康志向は.

人権配慮に.

ほ.

へ.

環境配慮

ブランド
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地域のサスティナビリティ（持
続可能性）＝共生社会づくり
に一番重要なことは何です
か？

質 問

05
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質問04

地域経済が発展・成長することい.

地域の福祉が充実することろ.

地域環境の多様性が保全されてい
る事

は.

は. 地域の防災や安全対策が推進され
ている事

に.
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SDGs推進にとって、一番の
障壁は何だと思いますか？

（ご自身の実感として）

質 問

06
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質問04

進捗状況が見えづらいことい.

世界の課題と日本や地域の課題に
距離感を感じること

ろ.

SDGsを流行としてとらえ、表面的な
こと

は.

は. 日本の目標が設定されていないことに.
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SDGs達成期限2030年まで
残り7年。
2030年は
何歳ですか？

また、７年前（2016年、
平成28年）は、
何歳で、何を一番の
課題として業務し
ておられましたか？？

ラストの質問です！
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動画：SDGs5周年時
https://bit.ly/2Gb0yCj

https://bit.ly/2Gb0yCj
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なぜ今SDGs？

このままでは

日本・世界・地球は

持続不能

再確認せざるを得ない・１

⇒と、多くの人が実感し始めているのではない
か？？（コロナパンデミック、ウクライナ危機）
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なぜ今SDGs？

明治維新以来の

産業も、人々の生活も

環境も、大変革期に入っ

た？

再確認をせざるを得ない前提・２
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「ソサエティ5.0」と「科学技術イノベーション」

内閣府提供の「ソサエティ5.0」イメージ

「ソサエティ5.0」の歴史観（内閣府）
←ここでは、「社会が全的に変わる」イ
メージ（狩猟採集⇒農耕⇒工業⇒情報
⇒新たな社会）

科学技術が人間生活に与える「可能性」
が強調される一方、産業・経済・社会・文
化・環境が「全的に」変わるが、それにつ
いてのイメージは示されていない。
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SDGsレポート2023（国連が発表）では、5重苦（①コロナ、②ウクライナ、地球
の危機＜気候危機、人口爆発、生物多様性＞）によって、後退しています。

コロナ

ウクライ
ナ危機

気候変動

日本では、SDGsの認知度は90％まで上がっていますが・・・・
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なぜ今SDGs？

私たちが

目指したい社会は

どんな社会？？
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社会を行政・企業・NPOの側面から見ると？

セクター 第1セクター 第2セクター 第3セクター

主体 行政 企業 ＮＰＯ

組織理念 社会的合意 最大利益 共感

行動原理 手続き 競争 参加・協力

特性
画一性・公平

性 
対価性

先駆性・多様性

個別性・提言性

活動範囲 全体的 選択的 部分的

民間セクター
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最広義のNPO
（共益団体）

狭義のNPO

広義のNPO
（公益団体）最狭義のNPO

生活協同
組合

同窓会

結い

医療法人 政党
宗教法人

特殊法人

学校法人

社会福祉法人

公益財団・
社団法人

行政から独立したNPO

行政監督の強い
NPO

市民公益活動団体

ボランティア団
体

地縁団体 JA

労働組合

特定非営
利活動法
人 漁協組合

森林組合

公益 共益
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1990年代にされていた議論

政府

NPO

企業

政府

NPO企業

これまでの社会 これからの社会
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最近顕著な状況？！

政府

NPO
企業

政府

NPO

企業
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社会（世界？！）のバランスが・・・・・

社会

環境経済

社会

環境

経済
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SDGsの現状

SDGsの今

出典：国連広報センター
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SDGsの現状

SDGsの今

出典：SDSNレポート2023https://s3.amazonaws.com/sustainabledevelopment.report/
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SDGsの現状

SDGsの今

出典：SDSNレポート2023https://s3.amazonaws.com/sustainabledevelopment.report/
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SDGsの現状

SDGsの今

出典：
SDGs市民社会
ネットワークHPより
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参考：政府のSDGs推進体制

32

SDGs実施指針：日本のSDGs施策の最上位の行政文書

・SDGs推進の体制
・SDGsアクションプラン
の作成
・8つの優先課題
・ステークホルダーの役割

4年ごとに改定
国連SDGサミット開催年

前回の改定は2019年12月

・円卓会議による「ステーク
ホルダー会議」の開催（9/6）

・優先課題に「ジェンダー」の
追記（パブコメの28％がジェ
ンダーに関する内容）
・「貧困/格差」に関する言及
が弱い

about:blank
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本日の時間の使い方

１．SDGsの現在地を確認する
２．目標16と17 連携に必要なこと
３．達成に向けた課題とその解決に向けて

目的：人権の考え方がバージョンアップされて
いる中で、SDGsとの関係性における
理解を深める



目標16：平和

と公正をすべ
ての人に

目標17：パート

ナーシップで目
標を達成しよう

持続可能な発展のための平
和で包摂的な社会を促進し、
全ての人に司法へのアクセス
を提供し、あらゆるレベルにお
いて効果的で説明責任のある
包摂的な制度を構築する。

目標達成のために必要
な行動を強化し、持続可
能な発展に向けてグ
ローバル・パートナー
シップを活性化する。

目標１〜15の達成に必要

35

SDGs達成にはパートナーシップ
が欠かせない！
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SDGsは誰が達成するのか？

36出所：国連広報センターのホームページ

持続可能な開発に向け
て実施手段を強化し、
グローバル・パートナー
シップを活性化する
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資金

17.1 課税及び徴税能力の向上のため、開発途上国への国際的な支援なども通じて、国内資源の動員を強化する。

17.2
先進国は、開発途上国に対するODAをGNI比0.7%に、後発開発途上国に対するODAをGNI比0.15～0.20%にするという
目標を達成するとの多くの国によるコミットメントを含むODAに係るコミットメントを完全に実施する。ODA供与国が、少
なくともGNI比0.20%のODAを後発開発途上国に供与するという目標の設定を検討することを奨励する。

17.3 複数の財源から、開発途上国のための追加的資金源を動員する。

17.4 必要に応じた負債による資金調達、債務救済及び債務再編の促進を目的とした協調的な政策により、開発途上国の
長期的な債務の持続可能性の実現を支援し、重債務貧困国（HIPC）の対外債務への対応により債務リスクを軽減する。

17.5 後発開発途上国のための投資促進枠組みを導入及び実施する。

技術

17.6
科学技術イノベーション（STI）及びこれらへのアクセスに関する南北協力、南南協力及び地域的・国際的な三角協力を

向上させる。また、国連レベルをはじめとする既存のメカニズム間の調整改善や、全世界的な技術促進メカニズムな
どを通じて、相互に合意した条件において知識共有を進める。

17.7 開発途上国に対し、譲許的・特恵的条件などの相互に合意した有利な条件の下で、環境に配慮した技術の開発、移
転、普及及び拡散を促進する。

17.8
2017年までに、後発開発途上国のための技術バンク及び科学技術イノベーション能力構築メカニズムを完全運用させ、
情報通信技術（ICT）をはじめとする実現技術の利用を強化する。

キャパシティ・ビルディング

17.9 全ての持続可能な開発目標を実施するための国家計画を支援するべく、南北協力、南南協力及び三角協力などを通
じて、開発途上国における効果的かつ的をしぼった能力構築の実施に対する国際的な支援を強化する。
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貿易

17.10 ドーハ・ラウンド（DDA）交渉の受諾を含むWTOの下での普遍的でルールに基づいた、差別的でない、公平な多角

的貿易体制を促進する。

17.11 開発途上国による輸出を大幅に増加させ、特に2020年までに世界の輸出に占める後発開発途上国のシェアを倍

増させる。

17.12 後発開発途上国からの輸入に対する特恵的な原産地規則が透明で簡略的かつ市場アクセスの円滑化に寄与す
るものとなるようにすることを含む世界貿易機関（WTO）の決定に矛盾しない形で、全ての後発開発途上国に対し、

永続的な無税・無枠の市場アクセスを適時実施する。

体制面

政策・制度的整合性

17.13 政策協調や政策の首尾一貫性などを通じて、世界的なマクロ経済の安定を促進する。

17.14 持続可能な開発のための政策の一貫性を強化する。

17.15 貧困撲滅と持続可能な開発のための政策の確立・実施にあたっては、各国の政策空間及びリーダーシップを尊
重する。

マルチステークホルダー・パートナーシップ

17.16 全ての国々、特に開発途上国での持続可能な開発目標の達成を支援すべく、知識、専門的知見、技術
及び資金源を動員、共有するマルチステークホルダー・パートナーシップによって補完しつつ、持続可能
な開発のためのグローバル・パートナーシップを強化する。

17.17 さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、官民、市民社会のパートナー
シップを奨励・推進する。

データ、モニタリング、説明責任

17.18 2020年までに、後発開発途上国及び小島嶼開発途上国を含む開発途上国に対する能力構築支援を強化し、所

得、性別、年齢、人種、民族、居住資格、障害、地理的位置及びその他各国事情に関連する特性別の質が高く、
タイムリーかつ信頼性のある非集計型データの入手可能性を向上させる。

17.19 2030年までに、持続可能な開発の進捗状況を測るGDP以外の尺度を開発する既存の取組を更に前進させ、開発
途上国における統計に関する能力構築を支援する。
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取り組みやすい協働の領域

民間の
取り組み

行政の取り組み
協働で

取り組みやすい
領域

制度的
非制度的

柔らかい制度化の領域？！
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SDGs時代の協働とは？

SDGs以前 SDGs以降

定 義

異なる組織同士が、多種多様
なリソースを持ち寄って、共通の
目的のために活動（働く）する
こと

だれも取り残さずに、地球を未来
に引き継ぐために、あらゆるリソー
スを総動員して、ともに活動
（働く）すること

目 的 協働が目的化しがち
2030年の世界の有り様を目的
に

役 割
行政・企業・NPOを分けて考え
がち

組織も個人も、行政も、企業も、
NPOも立場を超えることが肝

価 値 続くことがよいとされがち
課題を中心に据えて解消される
ことを良しとする方向に

評 価 貨幣換算が良いとされがち 持続可能性を基準に？
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市民社会は、社会のアンテナ
（課題を抱える市民一人一人の代弁者）
「私たちの事を私たち抜きで決めないで
（Nothing About us without us）」←ユースの環境団体が使っている

どんなに良い仕組みができても、生活者でもある私たち一人一人が、
使い、チェックをし、声に出すことが重要 （サステナビリティ革命が必要）

年齢・性別・障がいの有無・SOGI・民族などなど細分化されたデータが重
要
→多様な価値観を言語化し、伝える必要性

今こそ、当事者中心の価値観を社会に伝えるとき
→社会的インパクト投資の「社会的」を指標化するチャンス
→SDGsの「社会」×「経済」×「環境」の不可分性をアピール！

市民社会組織の視点の必要性

SDGs時代
既存のあり方を壊し、
考え・創造する時代へ
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本日の時間の使い方

１．SDGsの現在地を確認する
２．目標16と17 連携に必要なこと
３．達成に向けた課題とその解決に向けて

目的：人権の考え方がバージョンアップされて
いる中で、SDGsとの関係性における
理解を深める
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SDGs達成のための５つのポイント

１．5つの危機を乗り越える
２．５つの実施原則と３つの重要要素を
再確認する

３．17目標、169ターゲット、を５Pでと
らえなおす

４．3方よしから5方よしに価値観を転
換する

５．マルチステークホルダープロセスを
理解する
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１．5つの危機を乗り越える

出典：https://www.undp.org/ja/japan/

SDGs策定時2015年から、
現在の世界の状況（危機）が
深化している現実を、認識す
る必要がある
１．気候危機
２．地政学的危機（ウクライナ
危機等）
３．食料危機
４．テクノロジーの危機
５．人々の意識の危機
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１．UNDPが提唱しているSDGsインパクト

出典：https://sdgimpact.undp.org
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46

１．普遍性 すべての国に適用

２．包摂性 だれひとり置き去りにしない（LNOB）

３．参画性 あらゆるステークホルダーや当事者の参画を重視

４．統合性 統合され不可分。経済・社会・環境

５．透明性と
説明責任

定期的に評価、公表し、説明責任を果たす

出典：2016年12月22日日本政府実施指針より

２．５つの原則を再確認する
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２．３つの重要要素を再確認する

LNOB

ジェンダーRBA
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48出所：国連広報センターのホームページ

３．17目標、169ターゲット、を５Pでとらえなおす
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五方よし

三方よし

地域の持続可能性とは

買い手
良し

世間良
し

孫・子
良し

地球良
し

売り手
良し

©SDGs市民社会ネットワーク

４．3方よしから5方よしに価値観を転換
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Agenda21(@Rio Summit)に規定された9つのメジャーグループと、以降の決
議によって参画が認められたステークホルダーの総称。大きな民間団体に資金や、
発言の「機会」などステークホルダー対する権力を独占させず、より幅広いグルー
プとステークホルダーに安全で独立したスペースを提供する

メジャーグループ
● 女性（Women）
● 子どもと若者（Children and Youth）
● 先住民（Indigenous People）
● NGO（Non-Governmental Organization）
● 地方自治体（Local Authorities）
● 労働者・労働組合（Workers and Trade Unions）
● ビジネスと産業（Business and Industry）
● 科学技術コミュニティ（Scientific and Technological 

Communities）
● 農業従事者（Farmers）

その他のステークホルダー
● コミュニティ（Local Communities）
● ボランティアと基金（Volunteers and Foundations）
● 移民と家族（Migrants and Families）
● お年寄りと障がい者（Older Persons and Persons with 

Disabilities）

写真：国連のHPより

５．マルチステークホルダープロセスを理解する
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意識の
根本的な
変革

社会の仕
組みの
根本的な
変革

持続可能な開発目標
(SDGs)の達成

統合性（環境・社会・経済）
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市民社会の視点から

ダイバーシティ・エシカルを見てみる
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１．前回の授業の振り返り

出典：阪急阪神HD未来の夢まちプロジェクトSDGsトレインポスターギャラリー2019－2020

より



SDGs市民社会ネットワークについて

正会員 76
ネットワーク正会員   3
情報会員  49
団体会員 6
企業会員 13
合計   147

＜事業＞

（１）SDGs達成のための政策提言

（２）地域コミュニティや他セクターとの連携の促進

（３）SDGsの普及啓発

（2022年1月末現在）グテレス国連事務総長との対話（2017年12月）

【目的】「誰一人取り残さない」というSDGsの理念に則り、次世代を含むすべ

ての人が貧困、格差、不平等や差別、様々な形態の暴力、健康の不安から解放さ

れ、個人の多様性が尊重され、自然環境と共生し豊かさと人権を享受できる、平

和で公正で包摂的な社会の創造に貢献すること。
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１．前回の授業の振り返り

https://www.youtube.com/watch?v=uY2B

5BBy3to(動画)

https://www.youtube.com/watch?v=uY2B5BBy3to
https://www.youtube.com/watch?v=uY2B5BBy3to


0役員一覧

代表理事

理事

監事

大橋 正明 聖心女子大学グローバル共生研究所客員研究員

三輪 敦子   （一社） アジア・太平洋人権情報センター 所長

今田 克司 （一財）CSOネットワーク 常務理事

星野 智子 （一社）環境パートナーシップ会議 副代表理事

長島 美紀 （認定NPO法人）Malaria No More Japan 理事

大谷 美紀子  弁護士（大谷＆パートナーズ法律事務所）

石原 達也  （NPO法人）岡山NPOセンター 理事長

森井悠里香 Japan Youth Platform for Sustainability

中西由起子 （認定NPO法人）ディーピーアイ日本会議 副議長

新田英理子  （一社） SDGs市民社会ネットワーク事務局長

本木 時久 日本生活協同組合連合会 執行役員

小泉雅弘 （NPO法人）さっぽろ自由学校「遊」理事・事務局長

浅見 哲 税理士、税理士法人魁 所長

田中徹二 グローバル連帯税フォーラム 代表

2023年6月28日～2025年総会まで
役職は、就任時



＜事務局お問い合わせ先＞
一般社団法人 SDGs市民社会ネットワーク
東京都千代田区飯田橋1-7-10 山京ビル本館604号
TEL：03-5357-1773  FAX：03-5357-1774
office@sdgs-japan.net

＜開発＞

国際協力NGOセンター
ワールド・ビジョン・ジャパン
セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン

＜環境＞

「環境・持続社会」研究センター（JACSES)
環境パートナーシップ会議

＜教育＞

教育協力NGOネットワーク

＜国際保健＞

ウォーターエイドジャパン

＜ジェンダー＞

ジョイセフ
JAWW（日本女性監視機構）

＜社会的責任＞

社会的責任向上のためのNPO/NGOネットワーク
NPOサポートセンター
難民を助ける会
人と組織と地球のための国際研究所
北海道国際交流センター

＜障害＞

DPI日本会議

＜地域＞

岡山NPOセンター
日本NPOセンター

＜ビジネスと人権＞

国際協力NGOセンター

＜貧困＞（設立準備）

自立生活サポートセンター・もやい

＜防災・減災＞

防災・減災日本CSOネットワーク

＜ユース＞

Japan Youth Platform for Sustainability

SDGsジャパン
分野別事業ユニットの幹事団体一覧
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SDGsの決意50 （新アジェンダの歴史的意義）

『今日我々もまた、偉大な歴史的重要性を持つ決
定をする。我々は、すべての人々のためによりよ
い未来を作る決意である。人間らしい尊厳を持ち
報われる生活を送り、潜在力を発揮するための機
会が否定されている数百万という人々を含むす
べての人々を対象とした決意である。我々は、貧
困を終わらせることに成功する最初の世代になり
得る。同様に、地球を救う機会を持つ最後の世代
になるかも知れない。我々がこの目的に成功する
のであれば2030年の世界はよりよい場所にな
るであろう。』
（持続可能な開発のための2030アジェンダ 「宣言」第50段落
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ご清聴ありがとうございました。
nitta@sdgs-japan.net

64


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22: 社会を行政・企業・NPOの側面から見ると？
	スライド 23
	スライド 24: 1990年代にされていた議論
	スライド 25: 最近顕著な状況？！
	スライド 26: 社会（世界？！）のバランスが・・・・・
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32: 参考：政府のSDGs推進体制
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35: 目標１〜15の達成に必要
	スライド 36: SDGsは誰が達成するのか？
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39: 取り組みやすい協働の領域
	スライド 40: SDGs時代の協働とは？
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58: SDGs市民社会ネットワークについて
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63: SDGsの決意
	スライド 64

